
安
倍
首
相
は
「
憲
法
９
条
１
項
、
２
項
を
残
し
つ

つ
、
自
衛
隊
を
明
文
で
書
き
込
む
」
と
主
張
し
て
い

ま
す
。
９
条
に
「
自
衛
隊
」
を
書
き
込
め
ば
、
「
戦

争
し
な
い
」
「
戦
力
は
持
た
な
い
」
と
定
め
た
９
条

２
項
は
空
文
化
さ
れ
、
海
外
で
の
無
制
限
な
武
力
行

使
に
道
が
開
か
れ
ま
す
。

くらしや区政のご相談
お気軽にお電話ください
３５５１－６８２０（事務所）
３５３３－０５８３（自宅）

こんにちは

加藤ひろし
です
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日本共産党中央区議団ニュース

新
年
１
月
８
日
成
人
の
日
に
「
中
央
区
新

成
人
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
中
央
区
の
新
成
人
は
８
４
９
人
（
男

性
４
３
５
人
、
女
性
４
１
４
人
）
で
、
昨
年

よ
り
７
５
人
増
え
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
式
典
の
前
に
新

成
人
の
み
な
さ
ん
へ
応
援
と
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。
（
写
真
）

安
保
法
制
＝
戦
争
法
成
立
で
日
本
が

「
戦
争
す
る
国
」
に
な
る
危
険
は
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
安
倍
政
権
は
、
攻
撃
空
母
保
有
の

検
討
を
始
め
る
な
ど
ア
メ
リ
カ
と
肩
を
並
べ

戦
争
へ
の
道
を
突
き
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

戦争しないと誓った憲法９条を守り、

生かすために力を合わせましょう

新成人にエールを送る。
左から志村、小栗、奥村、加藤(私）区議

日
本
国
憲
法

第
二
章

第
9
条

１
．
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す

る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の

行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て

は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

２
．
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍

そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

憲
法
９
条
は
日
本
の
宝

災
害
救
助
な
ど
で
奮
闘
す
る
自
衛
隊
の
若
者
を
戦

地
に
送
り
、
日
本
が
直
接
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
の
に

世
界
中
ど
こ
で
も
米
軍
へ
の
軍
事
支
援
が
無
制
限
に

で
き
る
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
す
る
こ
と
が
安

倍
９
条
改
憲
の
狙
い
で
す
。
「
若
者
が
殺
し
、
殺
さ

れ
る
」
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
で
は
、
18
歳
～
29
歳
の
６
割
以
上

が
「
９
条
を
改
正
す
る
必
要
は
な
い
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
若
者
は
、
９
条
こ
そ
平
和
実
現
の

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

安
倍
改
憲
を
許
さ
ず
、
戦
争
し
な
い
と
誓
っ

た
憲
法
９
条
を
守
り
、
生
か
す
た
め
に
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。



「
こ
ん
に
ち
は
加
藤
ひ
ろ
し
で
す
96
号
」

で
ご
案
内
し
ま
し
た
「
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ

は
る
み
」
の
施
設
の
当
分
の
間
休
止
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

①
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
大
会
時
、
晴

海
５
丁
目
に
開
設
さ
れ
る
選
手
村
運
営

期
間
中
、
中
央
清
掃
工
場
へ
の
ゴ
ミ
の

搬
入
が
出
来
な
く
な
り
、
清
掃
工
場
か

ら
の
排
熱
が
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
。

②
清
掃
工
場
の
全
面
の
道
路
（
補
助
３

１
４
号
線
）
の
通
行
が
大
会
関
係
車
両

以
外
の
通
行
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
や

準
備
期
間
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
２
０

２
０
年
４
月
か
ら
当
分
の
間
休
止
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
大
会
期
間
中
は
、
晴
海
ふ
頭

に
新
築
さ
れ
る
臨
港
消
防
署
の
一
部
業

務
の
代
替
施
設
と
し
て
、
臨
海
部
の
協

議
会
場
な
ど
の
消
防
特
別
警
戒
拠
点
と

し
て
、
東
京
消
防
庁
に
貸
し
出
す
方
向

で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
～
２
０
１
８
年
度
に

か
け
て
、
施
設
の
転
用
な
ど
を
検
討
し
、

外
壁
工
事
設
計
、
地
元
へ
の
説
明
を
お

こ
な
う
予
定
で
す
。

２
０
１
９
年
度
～
２
０
２
４
年
度
、

外
壁
の
工
事
、
改
修
工
事
な
ど
を
行
い
、

２
０
２
５
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
「
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
は
る
み
」

は
、
東
京
都
か
ら
土
地
を
無
償
で
借
り

受
け
て
い
ま
す
。
５
年
ご
と
の
更
新
申

請
が
行
わ
れ
、
現
在
の
契
約
は
２
０
２

０
年
３
月
１
４
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
改
修
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京

都
か
ら
土
地
の
無
償
貸
付
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
使
用
で
き
る
施
設
の
用

途
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
東
京
都
が
示

し
て
い
る
転
用
可
能
な
施
設
と
し
て

①
体
育
施
設

②
集
会
室

③
福
祉
施

設

④
そ
の
他
と
あ
り
ま
す
。

左
の
表
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

①
還
元
施
設
の
廃
止
や
取
り
壊
し
の
場

合
は
、
原
状
回
復
の
う
え
、
都
に
返
還
。

②
建
て
替
え
や
増
築
を
行
う
こ
と
は
、

無
償
貸
付
の
対
象
外
。

③
還
元
施
設
と
し
て
認
め
ら
れ
た
施
設

へ
の
変
更
は
可
能
。

④
還
元
施
設
以
外
へ
の
変
更
を
行
う
に

は
、
土
地
を
購
入
す
る
か
有
償
貸
付
と

な
り
ま
す
。

①
既
存
施
設
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い

ま
ち
の
核
と
な
る
よ
う
な
、
多
様
な
世

代
が
利
用
で
き
る
施
設
整
備
。

②
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
施
設

は
、
東
京
都
が
示
す
転
用
可
能
な
還
元

施
設
を
整
備
す
る
（
東
京
都
の
承
認
が

必
要
に
な
り
ま
す
）
。

中
央
区
は
、
二
つ
の
考
え
方
を
示
し

て
い
ま
す
。

晴
海
地
域
に
は
、
集
会
室
や
福
祉
施

設
な
ど
の
公
的
施
設
の
整
備
が
遅
れ
て

い
ま
す
。

私
（
加
藤
ひ
ろ
し
）
は
、
区
民
福
祉

充
実
の
た
め
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

第98号2面

Q1
「
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
は
る
み
」

休
止
の
理
由
は

Q2

今
後
の
予
定
は

Q3

ど
の
よ
う
な
改
修
工
事

を
行
う
の

Q4

転
用
に
つ
い
て

東
京
都
の
考
え

Q5

中
央
区
の
考
え
方
は

東京都環境局が想定する施設（転用可能な還元施設）（まちづくり協議会資料より）

２０２０年東京五輪のため、一時休止される

ホットプラザはるみ(撮影1/15・加藤）


